
頁数 種類 内容 頁数 種類 内容

1 修正
1行目の記載、「…障害者福祉計画」を「…障害者福祉基

本計画」。
35 修正

小見出し「（１）福祉施設入所者の生活への移行」を

「（１）福祉施設入所者の地域生活への移行」。

1 修正
2行目の記載、「…障害福祉計画…障害児福祉計画」を

「…障害福祉支援計画…障害児福祉支援計画」。

2 修正 年表の表の大きさを調整

2 修正
1行目の記載、「以下のとおりとなっています。」を「以

下の通りとなっています。」。

2 修正
平成21年の概要欄の記載「中小企業が協働で…」を「中

小企業が共同で…」。

2 修正
平成25年の概要欄の記載、「 …必要な事項と規定…」を

「 …必要な事項等を規定…」。

3 修正 年表の表の大きさを調整

3 修正
平成30年の概要欄の記載「医療的ケアを要する障がいの

ある子どもに…」を「医療的ケア児に…」。

4 修正
図中の記載「第4次豊川市地域福祉活動計画」を「第5次

豊川市地域福祉活動計画」。

5 修正 各種法律説明の表の大きさを調整 37 修正
小見出し「 ③就労定着事業の職場定着率」を「③就労定

着支援事業の職場定着率」。

13 修正
１～２行目の記載「令和５年度497人…」を「令和５年

度では497人…」。

13 修正 表中の年度の記載「R1」を「H31」。

16 修正 表中の年度の記載「R1」を「H31」。

24 修正
1行目及び4行目の記載、「差別や嫌な思いの…」を「差

別や不快な思いの…」。
40 修正 居宅介護の令和３年度比率「137.3％」を「127.3％」。

40 修正 居宅介護の令和４年度比率「144.4％」を「144.1％」。

40 修正 同行援護の令和4年度計画値「41時間」を「414時間」。

31 削除
③今後の方向性について（一部の意見の要約、抜粋）の

表の「団体種別」を削除。
40 修正 同行援護の令和4年度比率「1692.7％」を「167.6％」。

（２）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構

築の表中「保健、医療及び福祉関係者による協議の場の

開催回数」の令和３年度実績「３回」を「１回」。

35 修正

（２）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構

築の表中「保健、医療及び福祉関係者による協議の場に

おける目標設定および評価の実施回数」の令和３年度実

績「３回」を「１回」。

37 修正

②就労移行支援事業の利用者数の２行目の記載「下表の

とおり目標を設定しました。」を「下表の通り目標を設

定しました。」。

（７）障害福祉サービス等の質を向上させるための取組

に係る体制の構築の文章中、「ICT」を全角に修正。

36 修正

（３）地域生活支援拠点等が有する機能の充実の表中

「地域生活支援拠点等の設置」の令和３年度～令和５年

度の実績「設置」を「設置済」。

第７期豊川市障害福祉支援計画及び第３期豊川市障害児福祉支援計画　修正事項一覧

第３回策定委員会（令和５年１１月９日開催）以降の事務局による修正について

35 修正

23 修正

⑤悩みや困りごとの相談先（上位３位）の◆障害児の文

章「…全体で「家族や親せき」が59.9％と最も高く、次

いで「友人・知人」が23.2％…」を「…全体で「家族や

親せき」が77.9％と最も高く、次いで「友人・知人」が

48.5％…」。

25 修正

⑦障害理解を深めるために必要なこと（上位３位）の１

行目「…最も高く、次いで「わからない」が28.0％と

なっています。」を「…最も高くなっています。」。

14 修正

「特別支援学校に在籍する児童生徒数の推移」のグラフ

の凡例（グラフ下部）の「小学校」を「小学部」、「中

学校」を「中学部」。

修正39

39 修正

（６）相談支援体制の充実・強化等の表中「総合的・専

門的な相談支援の実施」の令和３年度～令和５年度の実

績「実施」を「実施済」。

39 修正

（７）障害福祉サービス等の質を向上させるための取組

に係る体制の構築の表中「障害者自立支援審査支払等シ

ステム等の…共有体制の実施」の令和３年度～令和５年

度の実績「実施」を「実施済」。

（１）福祉施設の入所者の地域生活への移行の表中

「【目標値】令和５年度末における地域生活移行者数」

の現状値（令和４年度末）「２人」を「３人」。それに

伴い５行目の文章も修正。

35 修正
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頁数 種類 内容 頁数 種類 内容

41 修正
就労移行支援の令和4年度実績「36人」を「40人」、

「595人日」を「706人日」。

41 修正
就労移行支援の令和4年度比率「80.0％」を「88.9％」

(利用者数)、「80.2％」を「95.1％」(利用日数)。

41 修正
就労継続支援（B型）令和4年度実績「396人」を「368

人」。

41 修正
就労継続支援（B型）令和4年度比率「100.3％」を

「93.2％」。

45 削除 1行目の記載、「居宅生活動作補助用具」を削除。 60 修正
「③就労定着支援事業の職場定着率」を「③就労定着支

援事業の利用者数及び事業所ごとの職場定着率」。

45 削除
相談支援事業の住宅入居等支援事業の令和4年度実績の記

載、「眞安1」を削除。

45 修正
居宅生活動作補助用具（住宅改修費）の令和４年度比率

「176.9％」を「233.3％」。

47 修正
基本理念の図中「ノーマライゼーション」、「リハビリ

テーション」の説明文の改行位置を調整。

48～55 修正 各項目の文章枠を四角枠から丸枠に。

56 修正 サービス構成図の【その他】のレイアウト調整。

57～62 修正
表に記載する項目を修正。「数値等」を「目標又は目標

値」。「実績値」を追加。

58 修正
（３）地域生活支援の充実【一部新規】の表中、「強度

行動障害者を…」を「強度行動障害を…」。

60 修正

③就労定着支援事業の利用者数及び事業所ごとの職場定

着率の表下注釈「※令和６年度～令和８年度において、

市内で就労定着支援事業所の新規の開設は見込まれない

ため、目標値は設定していない。」を「※本計画策定時

点で、令和６年度～令和８年度において、市内で就労定

着支援事業所の新規の開設は見込まれないため、目標値

は設定していません。開設のあり次第、国の基本指針に

則った目標値を設定します。」。

61 修正

（５）障害児支援の提供体制の整備等【一部新規】の表

中「主に重症心身障害児を支援する放課後等デイサービ

ス事業所の確保」の「数値等：確保」を「目標：１箇

所、現状：１箇所」。

61 修正

（５）障害児支援の提供体制の整備等【一部新規】の表

中「医療的ケア児支援のための保健、医療、障害福祉、

保育、教育等の関係機関等が連携を図るための協議の場

の設置」の「数値等：設置」を「目標：設置、現状：設

置済」。

61 修正

（５）障害児支援の提供体制の整備等【一部新規】の表

中「障害児の地域社会への参加・包容の（インクルー

ジョン）推進体制の構築」の「数値等：構築」を「目

標：構築、現状：構築中」。

61 修正

（５）障害児支援の提供体制の整備等【一部新規】の表

中「主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所

の確保」の「数値等：確保」を「目標：１箇所、現状：

１箇所」。

59 修正

（４）福祉施設から一般就労への移行等【一部新規】の

②就労移行支援事業の２行目の記載、「下表のとおり設

定します。」を「下表の通り設定します。」。

59 追加

②就労移行支援事業の利用者数の表中「一般就労移行率

が５割以上の就労移行支援事業所数」の目標値及び実績

値に「10割」を追加。

58 追加

（３）地域生活支援の充実【一部新規】の表中に「強度

行動障害を有する人に関する状況や支援ニーズの把握」

を追加。（目標：実施、現状：実施中）

47 修正

基本理念の図中「リハビリテーション」の説明文「…ラ

イフステージすべての団塊…」を「ライフステージすべ

ての段階…」。

58 修正

（３）地域生活支援の充実【一部新規】の表中「地域生

活支援拠点の整備」の「数値等：設置」を「目標：設

置、現状：設置済」。

3行目の記載、「…推進については、中核機関となる児童

発達支援センターや、地域の障害児通所支援事業所等が

保育所等を訪問支援を活用しながら、学校、保育所等と

連携・協力し、支援を行う…」に修正。

修正61

61 修正

（５）障害児支援の提供体制の整備等【一部新規】の表

中「児童発達支援センター設置」の「数値等：設置」を

「目標：２箇所、現状：１箇所」。

60 修正

③就労定着支援事業の利用者数及び事業所ごとの職場定

着率の２行目の記載、「下表のとおり設定します。」を

「下表の通り設定します。」。

58 修正

（３）地域生活支援の充実【一部新規】の表中「強度行

動障害を有する人に関する地域の関係機関が連携した支

援体制の整備」の「数値等：整備」を「目標：整備、現

状：未整備」。

58 修正

（３）地域生活支援の充実【一部新規】の表中「地域生

活支援拠点等の機能充実のための効果的な支援体制及び

緊急時の連絡体制の構築」の「数値等：構築」を「目

標：構築、現状：構築済」。

58 修正

（３）地域生活支援の充実【一部新規】の表中「地域生

活支援拠点等の支援の実績等を踏まえた運用状況の検

証・検討」の「数値等：実施」を「目標：実施、現状：

実施済」。
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頁数 種類 内容 頁数 種類 内容

63 修正 「サービス内容」の表の大きさを調整。

63 修正
「サービス内容」の表中「内容」の文章のインデント調

整。

63 削除
「サービス内容」の表中「重度訪問介護」の５行目「こ

のサービスでは、」を削除。

63 削除
「サービス内容」の表中「重度障害者等包括支援」の３

行目「このサービスでは、」を削除。

65 修正 「サービス内容」の表の大きさを調整。

65 修正
「サービス内容」の表中「内容」の文章のインデント調

整。

65 修正

「サービス内容」の表中「就労選択支援」の文章「就労

選択支援サービス提供者が、就労を希望する障害者と共

同し、希望する職種、希望する労働条件、障害者本人の

能力や適性、就労後に必要な合理的配慮等を客観的に評

価・整理する就労アセスメントを行います。就労アセス

メント結果を基に適切な一般就労や就労系障害福祉サー

ビスにつなげます。」を「就労系サービスの利用意向が

ある障害者に対し、障害者本人が就労先の働き方につい

てより良い選択ができるよう、就労ニーズの把握や能

力・適性の評価及び就労開始後の配慮事項等の整理を行

う手法（就労アセスメント）を活用して、本人の希望、

就労能力や適性等に合った選択を支援します。」。

削除

「サービス内容」の表中「自立訓練（機能訓練）」の文

章「このサービスでは、リハビリテーションや歩行訓

練、コミュニケーション、家事の訓練等の実践的なト

レーニングを中心に一定の期間を決めて行い、障害者の

地域生活への移行を支援します。」を削除。

65 修正

「サービス内容」の表中「自立訓練（生活訓練）」の３

行目「…生活等に関する相談及び助言等の支援を行いま

す。」を「…生活等に関する相談及び助言等を行うこと

で、地域生活への移行を支援します。」。

65 削除

「サービス内容」の表中「自立訓練（生活訓練）」の文

章「このサービスでは、施設や病院に長期入所または長

期入院していた人等を対象に、地域生活を送る上でまず

身につけなくてはならない基本的なことを中心に訓練を

行い、障害者の地域生活への移行を支援します。」を削

除。

64 修正

「確保策」の２～３行目「また、…ありません。」を

「また、…ありませんが、利用の希望があった際に対応

できるよう、提供体制の確保を検討します。」。

65 修正

「サービス内容」の表中「生活介護」の４行目「…必要

な補助を行います。」を「…必要な補助を行うことで、

社会参加と福祉の増進を支援します。」。

65 削除

「サービス内容」の表中「生活介護」の文章「このサー

ビスでは、自立の促進、生活の改善、身体機能の維持向

上を目的とし、通所より様々なサービスを提供し、障害

者の者会参加と福祉の増進を支援します。」を削除。

65

「実績と見込量（1箇月あたり）」の表中、「居宅介護」

の令和5年度の利用時間数「5,428時間」を「5,427時

間」。

修正64

64 修正

「確保策」の１～２行目「…それぞれ居宅介護が28箇

所､重度訪問介護が５箇所、同行援護が10箇所、…」を

「それぞれ居宅介護が26箇所､重度訪問介護が21箇所、

同行援護が８箇所、…」。

62 修正

（６）相談支援体制の充実・強化等【一部新規】の表中

「上記の取組を行うために必要な協議会の体制の確保」

の「数値等：確保」を「目標：確保、現状：確保済」。

62 修正

（７）障害福祉サービス等の質を向上させるための取組

に係る体制の構築の表中「障害福祉サービス等の質を向

上させるための取組に係る体制の構築」の「数値等：構

築」を「目標：構築、現状：構築済」。

62 修正

（６）相談支援体制の充実・強化等【一部新規】の表中

「地域の相談支援体制の強化を図る体制の確保」の「数

値等：確保」を「目標：確保、現状：確保済」。

62 修正

（６）相談支援体制の充実・強化等【一部新規】の表中

「個別事例の検討を通じた地域サービス基盤の開発・改

善等を行う取組」の「数値等：実施」を「目標：実施、

現状：実施済」。

61 修正

（５）障害児支援の提供体制の整備等【一部新規】の表

中「医療的ケア児等に関するコーディネーターの配置」

の「数値等：配置」を「目標：配置、現状：配置済」。

62 修正

（６）相談支援体制の充実・強化等【一部新規】の表中

「基幹相談支援センターの設置」の「数値等：設置」を

「目標：設置、現状：設置済」。

3 



頁数 種類 内容 頁数 種類 内容

66 削除
「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「就労選択支

援」の令和５年度の利用者数「10人」を削除。

66 修正

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「就労移行支

援」の令和５年度の利用日数「748人日」を「747人

日」。

66 修正
「実績と見込量（1箇月あたり）」の表中、「就労選択支

援」の令和8年度の利用者数「30人」を「20人」。

66 修正

「実績と見込量（1箇月あたり）」の表中、「就労移行支

援」の令和4年度の利用者数「36人」を「40人」、利用

日数「595人日」を「706人日」。

65 修正

「サービス内容」の表中「就労定着支援」の文章「…相

談を通じて生活面の課題を把握するとともに、企業や関

係機関との連絡調整やそれに伴う課題解決に向けて必要

となる支援を実施します。」を「…相談を通じて生活面

の課題を把握し、企業や関係機関との連絡調整等、課題

解決に向けて支援します。」。

「実績と見込量（1箇月あたり）」の表中、「生活介護」

の令和5年度の利用者数「12,524人」を「12,523人」。
修正66

「実績と見込量（1箇月あたり）」の表中、「就労選択支

援」の令和7年度の利用者数「20人」を「10人」。
修正66

65 修正

「サービス内容」の表中「短期入所」の文章「自宅で介

護を行っている人が病気等の理由により介護を行うこと

ができない場合に、障害者に障害者支援施設や児童福祉

施設等に短期間入所してもらい、入浴、排せつ、食事の

ほか、必要な介護を行います。このサービスは、介護者

にとってのレスパイト（休息）サービスとしての役割も

担っています。」を「自宅で介護を行っている人が病気

等の理由で、障害者支援施設や児童福祉施設等に短期間

の入所を必要とする障害者に対し、短期間の入所によ

り、入浴、排せつ、食事のほか、必要な介護等の支援を

します。」。

65 修正

「サービス内容」の表中「療養介護」の文章「医療的ケ

アを必要とする障害者のうち常に介護を必要とする人に

対して、主に昼間において病院で機能訓練、療養上の管

理、看護、医学的管理の下における介護及び日常生活上

の世話を行います。また、療養介護のうち医療にかかわ

るものを療養介護医療として提供します。このサービス

では、医療機関において医療的ケアと福祉サービスを併

せて提供します。」を「医療的ケアを必要とする障害者

のうち、常に介護を必要とする人に対して、主に昼間、

病院において行われる機能訓練、療養上の管理、看護、

医学的管理の下における介護及び日常生活上の世話を行

います。なお、療養介護のうち医療にかかわるものを療

養介護医療として提供します。」。

65 修正

「サービス内容」の表中「就労移行支援」の文章「就労

を希望する65歳未満の障害者に対して、生産活動や職場

体験等の機会の提供を通じた就労に必要な知識や能力の

向上のために必要な訓練、就労に関する相談や支援を行

います。このサービスでは、一般就労に必要な知識・能

力を養い、本人の適性に見合った職場への就労と定着を

目指します。」を「一般就労を希望する65歳未満の障害

者に対して、生産活動や職場体験等の機会の提供を通じ

て、就労に必要な知識や能力の向上のために必要な訓

練、就労に関する相談等を行うことで、本人の適性に見

合った職場への就労を支援します。」。

65 修正

「サービス内容」の表中「就労継続支援（Ａ型）」の文

章「企業等に就労することが困難な障害者に対して、雇

用契約に基づく生産活動の機会の提供、知識及び能力の

向上のために必要な訓練等を行います。このサービスを

通じて一般就労に必要な知識や能力が高まった人は、最

終的には一般就労への移行を目指します。」を「通常の

事業所に雇用されることが困難な障害者のうち、雇用契

約に基づき、継続的に就労することが可能な人に対し

て、生産活動その他の活動の機会の提供や、就労に必要

な知識及び能力の向上のために必要な訓練等を支援しま

す。」。

65 修正

「サービス内容」の表中「就労継続支援（Ｂ型）」の文

章「通常の事業所に雇用されることが困難な就労経験の

ある障害者に対し、生産活動等の機会の提供、知識及び

能力の向上のために必要な訓練等を行います。このサー

ビスを通じて生産活動や就労に必要な能力が高まった人

は、就労継続支援（Ａ型）や一般就労への移行を目指し

ます。」を「通常の事業所に雇用されることが困難な障

害者のうち、就労経験のある人等に対し、雇用契約に基

づかない、生産活動その他の活動の機会の提供や、就労

に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練等を支

援します。」。
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頁数 種類 内容 頁数 種類 内容

68 修正 「サービス内容」の表の大きさを調整。

68 修正
「サービス内容」の表中「内容」の文章のインデント調

整。

69 修正
「確保策」の10行目、「体験の場…」を「体験の機会・

場…」。

69 修正
「確保策」の11行目、「障害のある方…」を「障害者

…」。

69 修正
「◆地域生活支援拠点等の整備手法（イメージ）」の図

を修正。

修正

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「地域生活支

援拠点等の設置箇所数」、「地域生活支援拠点等におけ

るコーディネーターの配置人数」、「地域生活支援拠点

等が有する機能の充実に向けた検証及び検討（実施回

数）」を68ページに移動。

69 修正

「確保策」の２行目「また、…ありません。」を「ま

た、…ありませんが、利用の希望があった際に対応でき

るよう、提供体制の確保を検討します。」。

68 修正

「サービス内容」の表中「自立生活援助」の文章「…知

的障害者や精神障害者等について、本人の意思を尊重し

て地域生活を支援するため、一定の期間にわたり、定期

的な巡回訪問や随時の対応により、障害者の理解力、生

活力等を補う観点から、適時のタイミングで適切な支援

を行います。」を「…知的障害者や精神障害者等に対し

て、一定の期間にわたり、定期的な巡回訪問や随時の相

談等の対応を行うことで、自立した日常生活を営むため

に必要な支援をします。」。

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「就労継続支

援（B型）」の令和7年度の利用者数「423人」を「383

人」、利用日数「7,371人」を「6,823人」。

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「就労継続支

援（B型）」の令和8年度の利用者数「431人」を「388

人」、利用日数「7,510人」を「6,912人」。

66 修正

66 修正

66

修正

「サービス内容」の表中「地域生活拠点等」の文章「障

害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支

援のための機能（相談、体験の機会・場、緊急時の受け

入れ・対応、専門性、地域の体制づくり）を、地域の実

情に応じた創意工夫により整備し、障害者の生活を地域

全体で支えるサービス提供体制を構築します。」を「障

害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支

援のための機能を地域の実情に応じて整備し、障害者の

生活を地域全体で支えるサービス提供体制。」。

68

66 修正

66 修正

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「短期入所

（福祉型）」の令和５年度の利用日数「312人日」を

「311人日」。

67 修正

「確保策」の１～３行目「…生活介護が18箇所、就労移

行支援が２箇所、就労継続支援Ａ型が２箇所、就労継続

支援Ｂ型が18箇所、短期入所（福祉型）が15箇所、…」

を「それぞれ生活介護が27箇所、就労移行支援が２箇

所、就労継続支援Ａ型が２箇所、就労継続支援Ｂ型が18

箇所、短期入所（福祉型）が14箇所、…」。

69

修正

68 修正

「サービス内容」の表中「施設入所支援」の文章「施設

に入所する障害者に対して、主に夜間において、入浴、

排せつ、食事、生活等に関する相談・助言のほか、必要

な日常生活上の支援を行います。生活介護等の日中活動

と併せて、こうした夜間等におけるサービスを提供する

ことで、障害のある人の日常生活を一体的に支援しま

す。」を「施設に入所している障害者に対して、主に夜

間において、入浴、排せつ、食事、生活等に関する相

談・助言等を行うことで、日常生活を支援します。」。

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「就労継続支

援（B型）」の令和6年度の利用者数「414人」を「378

人」、利用日数「7,214人」を「6,734人」。

66 修正

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「就労継続支

援（B型）」の令和4年度の利用者数「396人」を「368

人」。

68 修正

「サービス内容」の表中「共同生活援助（グループホー

ム）」の文章「障害者に対して、主に夜間において、共

同生活を営む住居で相談、入浴、排せつまたは食事の介

護、その他の日常生活上の援助を行います。このサービ

スでは、孤立の防止、生活への不安の軽減、共同生活に

よる身体・精神状態の安定等が期待されます。」を「障

害者に対して、主に夜間において、共同生活を営む住居

で相談、入浴、排せつまたは食事の介護等を行うこと

で、日常生活を支援します。」。

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「就労継続支

援（B型）」の令和5年度の利用者数「405人」を「373

人」、利用日数「7,055人」を「6,645人」。

5 



頁数 種類 内容 頁数 種類 内容

70 修正 「サービス内容」の表の大きさを調整。

70 修正
「サービス内容」の表中「内容」の文章のインデント調

整。

70 削除
「サービス内容」の表中「計画相談支援」の５行目「こ

のサービスでは、」を削除。

72 削除
「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「自立訓練

（生活訓練）」の利用人日を削除。

74 修正 「事業内容」の表の大きさを調整。

74 修正 「事業内容」の表中「内容」の文章のインデント調整。

74 修正
中段の表「【実績と見込量（1箇月あたり）】」を「【実

績と見込量（年あたり）】」。

74 修正
「実績と見込量（年あたり）」の表中「ペアレントメン

ターの人数」の令和８年度「実施」を「１人」。

74 修正
「確保策」の2行目、「身ににつけ…」を「身につけ

…」。

75 修正
「【実績と見込量（1箇月あたり）】」を「【実績と見込

量（年あたり）】」。

72 修正
中段の表「【実績と見込量（1箇月あたり）】」を「【実

績と見込量（年あたり）】」。
76 修正

「【実績と見込量（1箇月あたり）】」を「【実績と見込

量（年あたり）】」。

72 追加

「見込みの考え方」２～３行目に「障害者地域自立支援

協議会において、25人（保健分野：１人、医療分野：９

人、福祉分野：12人、介護分野：１人、当事者団体：１

人、その他：１人）の参加人数を見込み、実施しま

す。」を追加。

「実績と見込量（年あたり）」の表中「ペアレントメン

ターの人数」の令和6年度、令和7年度「実施」を「（実

施）」。

修正74

75 修正

「実績と見込量（年あたり）」の表中「相談支援事業所

の参画による事例検討参加事業者・機関数」の単位「機

関」を「者・機関」。

修正

「実績と見込量（年あたり）」の表中「保健、医療、福

祉、介護、当事者、家族等の関係者の協議の場への参加

人数」の令和３年度「９機関」を「24人」、令和４年度

「10機関」を「82人」、令和５年度「11機関」を「70

人」、令和６年度～令和８年度「12機関」を「75人」。

72 修正

「実績と見込量（年あたり）」の表中「保健、医療及び

福祉関係者による協議の場における目標設定及び評価の

実施回数」の令和３年度「３回」を「１回」。

70 削除

「サービス内容」の表中「地域定着支援」の文章「この

サービスでは、入所施設や精神科病院から退所または退

院した人や地域生活が不安定な人等に、「見守り」とし

ての支援を行うことで、障害者の地域生活の継続を目指

します。」を削除。

71 修正

「確保策」の１～２行目「…それぞれ計画相談支援が20

箇所、地域移行支援が７箇所、地域定着支援が７箇所で

す。」を「それぞれ計画相談支援が19箇所、地域移行支

援が８箇所、地域定着支援が８箇所です。」。

70 削除

「サービス内容」の表中「地域移行支援」の文章「この

サービスでは、施設・病院からの対処・退院にあたって

支援を必要とする人に、入所・入院中から新しい生活の

準備等の支援を行うことで、障害者の地域生活への円滑

な移行を目指します。」を削除。

70 修正

「サービス内容」の表中「地域定着支援」の文章「…緊

急訪問や相談等の必要な支援を行います。」を「…緊急

訪問や相談等の必要な支援を行うことで、障害者の地域

生活の継続を支援します。」。

69 修正

「◆地域生活支援拠点等の整備手法（イメージ）」の図

修正に伴い、出典「資料：厚生労働省「地域生活支援拠

点等について～地域生活支援体制の推進～【第２版】」

（平成31年３月）」を「資料：厚生労働省「地域生活支

援拠点等の整備手法（イメージ）」」。

70 修正

「サービス内容」の表中「地域移行支援」の文章「…障

害福祉サービスの体験的な利用支援等、必要な支援を行

います。」を「…障害福祉サービスの体験的な利用支援

等を行うことで、障害者の地域生活への円滑な移行を支

援します。」。

72 修正

「実績と見込量（年あたり）」の表中「保健、医療及び

福祉関係者による協議の場の開催回数」の令和３年度

「３回」を「１回」。

72 修正

「実績と見込量（年あたり）」の表中「保健、医療、福

祉、介護、当事者、家族等の関係者ごとの参加者数」を

「保健、医療、福祉、介護、当事者、家族等の関係者の

協議の場への参加人数」。

72

6 



頁数 種類 内容 頁数 種類 内容

83 修正 「事業内容」の表中「内容」の文章のインデント調整。

83 削除
「事業内容」の表中「視覚障害者歩行訓練」の文中「市

から」を削除。

77 修正 「基本的な見込みの考え方」の位置を変更。

77 修正 「サービス内容」を「サービス内容・事業内容」。

77 修正 「サービス内容・事業内容」の表の大きさを調整。

77 修正
「サービス内容・事業内容」の表中「内容」の文章のイ

ンデント調整。

86 修正
「スケジュール表中の「団体ヒアリング調査の実施」の

年月日の位置を修正。

79 修正
「【実績と見込量（1箇月あたり）】」を「【実績と見込

量（年あたり）】」。
90～97 修正

第４章で修正したサービス内容・事業内容は、用語解説

にも反映している。

90 削除 「あ行」から「医療型児童発達支援」を削除。

91 修正
「視覚障害者歩行訓練」の文章中、「視覚障碍者…」を

「視覚障害者…」

94 追加 「さ行」に「成年後見制度法人後見支援事業」を追加。

80 修正 「事業内容」の表の大きさを調整。

80 修正 「事業内容」の表中「内容」の文章のインデント調整。

81 修正
「【実績と見込量（1箇月あたり）】」を「【実績と見込

量（年あたり）】」。

81 修正
「事業内容」の表中、「視覚障害者歩行訓練」の文章の

冒頭「市から」を削除。

83 修正 「事業内容」の表の大きさを調整。

「■ＰＤＣＡサイクルの考え方」の表中及び図の「Ｐｌ

ａｎ」、「Ｄｏ」、「Ｃｈｅｃｋ」、「Ａｃｔ」を全角

に。

「■ＰＤＣＡサイクルの考え方」の図中の「Check」の

二つ目の記載、「達成見込み量等…」を「達成見込み等

…」。

修正85

78 修正

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「放課後等デ

イサービス」の令和５年度の利用日数「5,805人日」を

「5,804人日」。

83 削除

85 修正

79 追加

「確保策」の７行目に「障害児相談支援は、児童通所支

援サービスの適切な利用にあたり必要なものです。児童

通所支援サービスの利用者は年々増加しており、今後も

人口動態等から増加が見込まれますが、相談支援専門員

の不足が課題となっています。その解消のために、初任

者研修受講費用の助成を継続して実施する等、相談支援

専門員の確保や民間事業所の新規参入を促すとともに、

不足する部分を社会福祉協議会が補うバックアップ体制

の強化を進めます。」を追加。

79 削除

（２）子ども・子育て支援事業計画との連携の「実績と

見込量（年あたり）」の表中「認定こども園」を削除

し、「保育所」を「保育所・認定こども園」。

86 修正

スケジュール表中の「団体ヒアリング調査の実施」の年

月日「令和５年７月４日～21日」を「令和５年７月４日

～８月18日」。

78 修正

「実績と見込量（１箇月あたり）」の表中「保育所等訪

問支援」の令和５年度の利用日数「50人日」を「60人

日」。

76 修正

「実績と見込量（年あたり）」の表中「障害者自立支援

審査支払等システム等による審査結果を分析してその結

果を活用し、事業所や関係自治体等と共有する体制の有

無」と「障害者自立支援審査支払等システム等による審

査結果を分析してその結果を活用し、事業所や関係自治

体等と共有する実施回数」を統合し、「障害者自立支援

審査支払等システム等による審査結果を分析してその結

果を活用し、事業所や関係自治体等と共有する体制の有

無（実施回数）」に。

「確保策」の４～５行目「また、医療的ケアを必要とす

る障害者も安心してサービスを受けることができるよ

う、障害者地域自立支援協議会の活動を通じて必要性の

周知及び啓発を行い、環境整備を進めます。」を削除。
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